
好奇心に火を点ける  
創造性への曙光を！ 理科離れを何とかしたい！ 



基本的な考え方 

社会人の知識と経験を活かす。 

  物作り、工夫、観察、発見する喜びを体験する場の提供。 
 

出来るだけ多くの児童に実体験を提供する。 

  小学校理科正規授業や子どもセンターなどでの実施を重視。 
 

実体験＝＞好奇心に火が点く。 

 

 

 



事業体制 

メンバー（現在22名）  
・企業技術分野出身者  
・家庭の主婦（子育てを終えた）  
・教育関係出身者 



● 出前授業（主に高学年） 

〇 木炭電池の不思議 

〇 モーターを作って回転の原理を考えよう 

   ほか 

 

● 寺子屋（主に低学年） 

〇 バルサ紙飛行機を作ろう 

〇 ゴム動力ヘリコプターを作ろう 

〇 ポンポン船を作って動かそう 

   ほか 

 

● 環境情報センターなどで 

〇 土の生き物を観察しよう 

〇 変身プラスティック 
 

 

用意している主な講座（手作り教材） 



例 モーターを作って回転の原理を考えよう 
ラップの紙芯：電池ケース 

ゼムクリップ：電極 

厚紙    ：スイッチ 

子どもどうしで議論中 



授業では会員1名が 

リーダー 

各実験机（児童５－6名）

毎に1名が対応 
 

 

90分授業 
 

 

3クラス校；午前、午後 

4クラス校；午前のみ、2日 

皆でモーターがなぜ回るか考えています 



教材準備作業会 

モーターキット作成中 

箱詰めされたキット 

インターンシップ学生を交え授業の打ち合わせ 



約1500通の児童達からの感想文から 



参加児童数の推移 
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子ども達の未来を信じ、 

 

光を灯し続けようと 

 

会員一同張り切っております。 

ご清聴ありがとうございました。 



あゆみ 

 平成21年4月発足 相模原市との協同事業提案、採択 
 

平成22ー24年度 協同事業；理科実験支援を開始 

   出前授業：小学校理科正規授業（学校教育課） 

   寺子屋：子どもセンター（子ども施設課） 

    

平成25ー27年度 市民・行政協働運営型市民ファンド「ゆめの

芽」で事業継続 
 

平成28年度 「キリン子育て応援事業」で事業継続 
 

平成29－30年度 企業、市民有志による支援で事業継続 



低学年用教材の例 





 


